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船往来手形
船往来手形は船舶が諸国を往来するために船頭が所持しなければならない通行証明書の

こと。ここには船主名、帆反数、船頭以下の乗組人数が記載され、キリシタン宗徒でない

ことの証明もした。

金子元右衛門文書は福山（松前）で漁業も営む商家、金子家の文書。通行関係や借用証

書が多く含まれる。

解読文

館藩…明治２年(1869)６月、松前藩が版籍を奉還し館藩と改称、明治４年(1871)７月に館県と

なるまで２年間ほど存続した。
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